
検査可能
機関

A.

臨床症候および検査所見

肥大型心筋症によると考えられる臨床症候または検査所見を認め、

高血圧による慢性的な圧負荷や他の心筋肥厚を呈する心筋症を

積極的に疑う所見がない。

MAP

B.

心臓超音波所見

家族歴がない場合：左室壁15㎜以上の心肥大

家族歴がある場合：左室壁13㎜以上の心肥大

MAP

C.

遺伝子検査

サルコメア遺伝子変異を認める。

サルコメア遺伝子変異を認めていないが、他の心筋肥厚を呈する

心筋症は否定される。

MAP

＜診断について＞

＊肥大型心筋症は上記A,B,Cにて診断されますが、

現行のガイドラインでは遺伝子検査が実施できていなくとも、

その他の心筋肥厚を呈する心筋症を否定することで診断可能です。

肥大型心筋症 診断可能施設
肥大型心筋症の診断基準

※マップは現在準備中です。
（その他の心筋肥厚を呈する心筋症マップが

完成次第掲載予定）
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